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草津市文化芸術機能等施設整備基本計画   
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【基本理念】 

市民が集い創造する歴史・文化・芸術の拠点づくり 

【基本方針】 

≪歴史・文化・芸術の発信拠点を創造します≫ 
市民が文化・芸術活動などに関心と理解を高めるために、日常的に親しめる環境づくり（創作・発表・

展示・鑑賞等）や、文化財の適切な保全や活用による歴史文化が身近に感じられる環境づくりを進め、多

様な文化・芸術の発信拠点を創造します。 
 

≪多世代が交流する環境を整えます≫ 
歴史・文化・芸術などの鑑賞や体験ができる環境を整え、あわせて多世代の人びとが交流できる環境を

整えます。 

 

≪既存ストックを有効に活用します≫ 
草津アミカホールや移管を受ける予定の創造館、あるいは草津宿街道交流館など、既存施設の役割の見

直しを図り、相互の連携が図れる施設整備を目指します。 

検討の経過 １ 

草津市では、平成 21 年度に(仮称)市民文化の森基本計画を策定しましたが、その後、市内に立地する滋賀

県立しが県民芸術創造館（以下 「創造館」という。）の今後の施設の方向性について検討されることになった

ことを受けて、(仮称)市民文化の森基本計画の再検討の必要が生じました。平成 24 年度からは、草津市中心

市街地活性化基本計画の検討を始め、計画区域内にある「人権センター」と「まちづくりセンター」について

は、中心市街地活性化基本計画の中での整備を検討しているところです。 

このような状況を踏まえ、残る「芸術文化館」と「歴史伝統館」の２つの機能については、本市に移管され

る予定の創造館を含めた既存施設との連携や三ツ池の有効活用を考慮しながら、本市の文化芸術の更なる振興

に貢献する機能として整備していくものとし、草津市文化芸術機能等施設整備基本計画を策定しました。 

基本理念・基本方針 ２ 

子育て支援センター 

教育研究所 

人権センター 

まちづくりセンター 

芸術文化館 

歴史伝統館 

さわやか保健センター 

旧湖南地域職業訓練センター 

・しが県民芸術創造館 
・草津アミカホール 
・三ツ池(三ツ池運動公園隣接地) 
※これらの施設を対象にしながら各機能の整備方
針を検討していきます。 

中心市街地活性化基本計画により、中心市街地での
整備を検討中 

（仮称）市民文化の 
森基本計画 

本計画で検討する内容 
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三ツ池の施設整備計画  ３ 

○事業費（概算）  約１３億円 

内 訳 金 額 

市債（借入金） 約１０億円

一般財源（税等） 約 ３億円

 

◆ 整 備 方 針 

【歴史伝統館機能】 

埋蔵文化財や重要文化財等を収蔵・保管・展示する歴史伝統館の機能を確保します 

【芸術文化館 創作・展示機能】 

多目的な利用が可能で、草津市美術展覧会等に対応できる展示機能を確保します 

 

展示機能 

文化財等の展示・収蔵機能 

一体的利用 

搬出搬入口 

搬出搬入口 

一般利用者出入口 

歴史伝統館・ 

展示機能 

駐車スペース

バックヤード

メイン 

エントランス 

エントランス広場 

芝生広場 

住宅地 

 【エントランス広場】
建物前面にはエントランス広

場を設ける。モニュメントや花

壇などの設置を行い、それらを

観賞しながら休憩できるベン

チを配置する。 

 【緩衝緑地】住宅地側に四季の

変化が楽しめる緩衝緑地を設ける

とともに、歩道への景観面に配慮す

る。 

図―敷地平面計画（案） 

 

 【芝生広場】彫刻展やクラフ

トマーケットなどのイベント開

催場所となる芝生広場を設ける。

建物内の展示ホールの芝生広場

側は全面開口できるようにする

等、芝生広場と一体的な利用が可

能となるよう配慮する。 

 【バックヤード】
展示物等の搬入搬出等

に利用できるバックヤ

ードを建物背面に整備

する。 

 【駐車場】駐車場は、既

設のスポーツグラウンド駐車

場と一体的に整備する。 

また、スポーツグラウンドか

ら施設へ直接アクセスできる

動線も確保する。 

民間活用用地 

頓
蓮
池

図－敷地平面計画 

注）画像は参考イメージ 

三ツ池は、ＪＲ草津駅とＪＲ南草津駅のほぼ中間、約 1.5km のところに位置しています。 

土地利用および建物配置にあたっては、隣接するスポーツグラウンド、民間活用用地、住宅地との調和

や環境の保全に配慮した計画とします。 

◆【施設概要】 

○建築物  ２階建て延床面積 約３，０００㎡ 

○芝生広場          約７，５００㎡ 

○駐車場等          約２，０００㎡ 
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◆ 整 備 方 針 

しが県民芸術創造館、草津アミカホールの施設整備計画 

【芸術文化館 ホール機能】  

既存施設の利用効率を高めることで対応します（新たなホールの整備は行わない） 

【芸術文化館 練習機能】 

既存施設での防音性能がある練習室機能を確保します 

４ 

トイレ等 

共用 

スペース 

整理室 

100 ㎡ 

記録・資料 

保管庫 

70 ㎡

調査 

研究室 

60 ㎡ 

処理遺物収蔵庫 
（木器等） （土器等） 

140 ㎡ 

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0

0

0

0

0

約 6 5 ｍ0

 

 

 

多目的室 600 ㎡ 

（展示･絵画工芸･体験学習等）

倉 庫 

 

事務室等 

100 ㎡ 

特
別
展
示 

民具・重要美術品等収蔵庫 

180 ㎡ 

収蔵庫 

前室 

一時 
保管庫 

燻蒸室 

写場 

 

トイレ等共用スペース 

  

常
設
展
示 

空
調
等
機
械
室 

展示準備室 

古文書 

浮世絵等 

収蔵庫 

250 ㎡ 

180 ㎡ 200 ㎡ 

搬
出
搬
入
口

一般利用者出入口

搬出搬入口 

図－施設平面計画 １階 

図－施設平面計画 ２階 

一般利用ゾーン 

管理  ゾーン 

凡 例 

注）画像は参考イメージ
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本市における文化芸術の更なる振興、市民利用の促進、

効率的な管理運営等の観点から検討を行います。 

 

□行政だけでなく、施設運営に対する知識

と技術を持った民間企業、財団法人や協

会、ＮＰＯ法人等による運営 

□情報発信や企画運営に市民が

参画できる仕組みづくりを進

め、市民が利用しやすい、また

は利用したくなる運営 

□関係機関等との連携体制の構築や、専門家から

の助言や指導を受ける体制づくり 

５ 管理運営について 

 

創造館 

草津アミカホール 

三ツ池計画予定施設 

民間事業者､NPO 法人等も含めた 

効果的･効率的な管理運営について検討 

参 画 

市 民

専 門 家

連 携 

助 言 

指 導 

関係機関等 

 

・防音、音響に配慮した練習室（その他

の目的での使用も可）を整備 

喫茶室 
ロビー

中庭

ホワイエ

憩いの広場 

正面玄関

文化教室２

研修室

ラウンジ

文化教室１ 映写室 

１ ２ ３ ４ ５
楽 屋

練習室 

１ 

練習室 

２ 

練習室 

３ 

・防音、音響に配慮した練習室（その他の目的での使

用も可）を整備 

リハーサル室 

ホワイエ

ロビー 
喫茶室 アート 

インフォメーション

中庭

和室 

憩いの広場 

正面 玄関 

・可動式間仕切りにより、多用途、フレキシ

ブルに活用できる空間として整備 

事務室 

【創造館】 

【草津アミカホール（２F）】 


